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■

神
奈
川
県
支
部　

二
月
十
九
日
に
設
立

　

二
月
十
九
日
、
日
本
李
登
輝
友
の
会
神
奈

川
県
支
部
（
略
称
・
神
奈
川
李
登
輝
友
の

会
）
の
設
立
大
会
が
横
浜
市
内
の
神
奈
川
県

労
働
プ
ラ
ザ
（
通
称
Ｌ
プ
ラ
ザ
）
に
て
開
か

れ
ま
し
た
。
新
潟
県
支
部
を
嚆
矢
と
し
て
設

立
さ
れ
た
本
会
支
部
は
、
こ
の
神
奈
川
県
支

部
で
九
番
目
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
七
月
三
十
一
日
、
田
久
保
忠
衛
副
会

長
と
林
建
良
常
務
理
事
を
講
師
に
神
奈
川
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
の
講
演
会
も

支
部
設
立
を
視
野
に
入
れ
て
の
も
の
で
、
九

月
十
一
日
に
支
部
設
立
に
向
け
、
石
川
公
弘

理
事
を
委
員
長
に
第
一
回
準
備
委
員
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
は
約
百
七
十
人
の

会
員
を
擁
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
後
も
何

回
か
準
備
委
員
会
を
開
き
周
到
に
準
備
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

設
立
大
会
で
は
、
支
部
長
に
は
理
事
で
石

川
台
湾
問
題
研
究
所
代
表
や
高
座
日
台
交
流

の
会
事
務
局
長
を
つ
と
め
る
元
大
和
市
議
会

議
長
の
石
川
公
弘
氏
、
副
支
部
長
に
は
池
本

好
伸
氏
（
理
事
・
前
釧
路
空
港
ビ
ル
取
締

役
）、
遠
藤
正
弘
氏
（
会
社
経
営
者
）、
野
村

勝
美
氏
（
会
社
経
営
者
）
の
三
氏
、
ま
た
事

務
局
長
に
は
台
湾
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委

員
で
日
台
鉄
路
愛
好
会
代
表
の
佐
藤
雅
彦
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
所
帯
に
ふ
さ
わ
し
く
理
事
の

呉
正
男
氏
、
神
奈
川
県
日
華
親
善
協
会
会
長

の
酒
井
朝
雄
氏
ら
四
名
の
顧
問
、
羽
田
野
直

樹
氏
ら
三
名
の
事
務
局
次
長
、
小
島
干
城
氏

ら
九
名
の
幹
事
、
栗
山
威
郎
氏
ら
二
名
の
監

査
役
と
、
総
勢
二
十
三
名
の
役
員
が
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
支
部
役
員
の
特
色
は
、
石
川
支
部

長
、
遠
藤
・
野
村
副
支
部
長
な
ど
台
湾
李
登

輝
学
校
研
修
団
の
卒
業
生
が
約
六
割
を
占
め

る
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
小
田
村
四
郎
会
長
か
ら
も
本
会

の
目
的
な
ど
を
述
べ
た
懇
篤
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
本
部
の
片
木
裕
一
事
務
局
次
長
の
代
読
に

よ
っ
て
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
台
湾
か
ら
来
日

中
の
阮
美
姝
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
挨
拶
。

引
き
続
き
、
林
建
良
常
務
理
事
に
よ
り
「
李

登
輝
理
念
と
は
な
に
か
」
と
題
し
た
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
４
頁
参
照
）。

　

懇
親
会
で
は
、
こ
の
前
日
に
高
砂
義
勇
隊

慰
霊
碑
に
参
拝
し
て
き
た
池
本
副
支
部
長
か

ら
現
状
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
「
高
砂
義
勇

隊
慰
霊
碑
の
撤
去
に
反
対
す
る
決
議
」
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
に
は
、
台
湾
少
年
工
が
働
い
た

高
座
海
軍
工
廠
の
大
和
市
・
座
間
市
、
第
四

代
総
督
を
ご
祭
神
と
す
る
江
ノ
島
の
児
玉
神

支
部
だ
よ
り

支部長として挨拶する石川公弘氏（２月19日）
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社
な
ど
、
台
湾
と
所
縁
の
深
い
と
こ
ろ
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
束
力
が
強
い
神
奈
川

李
登
輝
友
の
会
の
今
後
の
展
開
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

・
神
奈
川
県
支
部
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福
島
県
支
部　

三
月
十
四
日
に
設
立

　

李
登
輝
前
総
統
の
来
日
が
報
道
さ
れ
て
以

来
、
多
く
の
県
で
支
部
設
立
に
向
け
た
動
き

も
活
発
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
福
島

県
支
部
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

支
部
長
に
就
任
し
た
林
慎
平
氏
は
、
福
島

県
内
及
び
栃
木
県
那
須
町
に
合
わ
せ
て
六
カ

所
も
の
養
殖
施
設
を
も
つ
国
内
最
大
規
模
の

淡
水
魚
養
殖
場
で
あ
る
林
養
魚
場
（
昭
和
十

年
創
業
）
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
と
と
も

に
、
衆
議
院
議
員
で
本
会
会
員
で
も
あ
る
西

村
眞
悟
代
議
士
を
囲
む
「
日
本
真
悟
の
会
会

長
」
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

十
二
月
初
旬
に
は
李
登
輝
前
総
統
を
訪
問

し
、
本
年
二
月
に
は
招
請
状
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
林
建
良
常
務
理
事
が
何
度
か
講

演
に
招
か
れ
て
い
る
こ
と
や
李
前
総
統
の
東

北
訪
問
計
画
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
今
年

に
入
っ
て
急
速
に
支
部
設
立
の
話
が
進
み
、

本
部
の
永
山
英
樹
事
務
局
次
長
が
三
月
十
四

日
に
訪
問
し
た
折
に
最
終
的
に
設
立
を
快

諾
、
設
立
大
会
は
ま
だ
開
い
て
い
な
い
も
の

の
、
こ
の
日
を
設
立
日
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
六
日
付
の
産
経
新
聞
「
福
島
エ

リ
ア
版
」
に
は
「
福
島
に
李
登
輝
友
の
会
─

奥
の
細
道
で
熱
烈
歓
迎
」
の
見
出
し
の
下
、

林
支
部
長
に
取
材
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
李
登
輝
前
総
統
と
お
会

い
し
た
と
き
の
印
象
に
つ
い
て
「
体
が
大
き

く
、
穏
や
か
に
話
す
が
眼
力
が
鋭
く
情
熱

的
」
と
語
り
、「
や
り
た
い
放
題
の
中
国
ば

か
り
に
目
が
向
い
て
い
る
が
、
日
本
に
尊
敬

の
念
を
抱
い
て
い
る
台
湾
へ
の
考
え
を
見
直

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
支
部
長
を
中
軸
に
、
林
養
魚
場
の
古
参

幹
部
で
も
あ
る
佐
々
木
一
彦
氏
を
事
務
局
長

と
す
る
福
島
県
支
部
は
、
今
後
、
李
登
輝
前

総
統
の
来
日
支
援
や
日
台
交
流
セ
ミ
ナ
ー
、

台
湾
関
係
者
と
の
親
善
交
流
を
展
開
す
る
予

定
だ
そ
う
で
す
。
林
支
部
長
は
今
回
の
総
会

で
理
事
に
選
出
さ
れ
、
支
部
活
動
に
も
弾
み

が
つ
き
そ
う
で
す
。

・
福
島
県
支
部

　

�

〒
九
六
一
︲
八
〇
六
一　

西
白
河
郡
西
郷

村
大
字
小
田
倉
字
後
原
66　

林
養
魚
場
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
４
８
︲
２
５
︲
２
０
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
４
８
︲
２
５
︲
３
２
３
２

■

福
岡
県
支
部　

李
前
総
統
の
石
碑
建
立

　

大
分
県
日
田
市
大
山
町
に
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

産経新聞に掲載された福島李登輝友
の会設立と林支部長の談話。
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施
設
「
ひ
び
き
の
郷
」
に
、
日
台
友
好
の
祈

念
碑
と
し
て
、
李
登
輝
前
総
統
の
揮
毫
に
な

る
「
真
實
自
然
」
の
文
字
を
刻
み
込
ん
だ
大

理
石
の
祈
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
祈

念
碑
の
脇
に
は
李
前
総
統
の
武
士
道
精
神
を

称
揚
し
て
「
李
登
輝
桜
」
と
命
名
さ
れ
た
桜

樹
も
植
栽
さ
れ
た
。

　

花
曇
り
な
が
ら
桜
満
開
の
四
月
九
日
、
そ

の
除
幕
式
が
、
周
碩
頴
・
駐
福
岡
総
領
事
、

大
矢
野
栄
次
・
福
岡
李
登
輝
友
の
会
支
部

長
な
ど
の
関
係
者
を
は
じ
め
、「
ひ
び
き
の

郷
」
の
設
立
運
営
者
で
あ
る
三
笘
善
八
郎
前

大
山
町
長
ほ
か
百
人
余
の
町
民
が
参
加
し
て

盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　

旧
大
山
町
（
現
日
田
市
大
山
町
）
は
二
〇

〇
四
年
十
一
月
二
十
四
日
、
隣
県
の
福
岡
市

に
所
在
す
る
福
岡
李
登
輝
友
の
会
及
び
台
湾

研
究
会
の
仲
介
に
よ
り
、
台
北
県
烏ウ

来ラ
イ

郷
と

の
間
で
友
好
交
流
宣
言
書
を
交
換
調
印
し
、

友
好
交
流
町
と
な
っ
た
。
李
登
輝
前
総
統
を

尊
敬
し
、
福
岡
李
登
輝
友
の
会
理
事
で
も
あ

る
三
笘
前
大
山
町
長
は
、
こ
の
歴
史
的
な
慶

事
を
記
念
す
る
た
め
、
同
会
を
通
じ
て
李
前

総
統
に
揮
毫
を
依
頼
、
後
日
ほ
ど
な
く
し
て

「
真
實
自
然
」
の
揮
毫
が
贈
ら
れ
て
き
た
。

　

三
笘
前
町
長
は
、
日
台
友
好
親
善
の
深
化

と
発
展
を
願
い
、「
ひ
び
き
の
郷
」
構
内
に
祈

念
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
町
内

外
の
賛
同
者
か
ら
の
浄
財
を
得
て
、
白
大
理

石
の
石
碑
（
縦
一
四
〇
㎝
、
幅
六
〇
㎝
、
厚

さ
二
〇
㎝
）
を
完
成
さ
せ
た
。
石
碑
の
表
面

は
五
層
重
ね
に
な
っ
て
い
て
、「
真
實
自
然
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
静
か
な
波
紋
と
な
っ

て
、
こ
こ
大
山
か
ら
世
界
五
大
陸
に
波
及
し

て
行
く
こ
と
を
願
っ
た
、
と
製
作
者
で
あ
る

大
山
石
彫
工
房
の
社
長
は
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
、
幕
引
き
の
大
役
を
担
っ
た
の
は

台
北
か
ら
招
か
れ
て
来
町
し
た
、『
日
本
人

は
と
て
も
素
敵
だ
っ
た
』
を
出
版
し
て
日
本

に
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
女
流
作
家
、
楊

素
秋
さ
ん
。
町
内
の
小
学
生
で
構
成
し
、
九

州
大
会
な
ど
で
金
賞
を
得
て
い
る
大
山
ジ
ュ

ニ
ア
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
子
供
た
ち
が
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
演
奏
す
る
中
、
幕
が
引
か

れ
て
墨
痕
鮮
や
か
な
石
碑
が
現
れ
る
と
、
期

せ
ず
し
て
参
加
者
か
ら
歓
声
と
大
き
な
拍
手

が
沸
き
起
こ
っ
た
。
参
加
者
の
一
人
は
「
一

国
の
大
統
領
で
あ
っ
た
方
が
、
こ
ん
な
小
さ

な
町
の
た
め
に
立
派
な
揮
毫
を
贈
っ
て
く
だ

さ
る
と
は
、
驚
き
と
感
激
で
す
」
と
、
興
奮

の
面
持
ち
で
語
っ
た
。

　

こ
の
祈
念
碑
と
桜
樹
は
、
年
間
五
十
万
人

超
の
「
ひ
び
き
の
郷
」
来
訪
者
を
出
迎
え
る

入
口
広
場
に
位
置
し
て
お
り
、
多
く
の
人
々

に
、
末
永
く
、
李
登
輝
閣
下
の
精
神
と
、
烏

来
郷
と
の
深
い
友
情
を
伝
え
る
こ
と
に
な
る

が
、
大
山
町
で
は
多
く
の
台
湾
か
ら
の
観
光

客
も
、
こ
こ
「
ひ
び
き
の
郷
」
を
訪
ね
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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（
福
岡
県
支
部
事
務
局
長
・
永
嶋
直
之
）

李登輝前総統の揮毫になる「真實自然」碑除幕
式の模様と碑の傍らに植えられた「李登輝桜」
（４月９日）


